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Abstract: Football players’ performance is probably influenced by the presence or absence of spectators. This 

study examined whether home advantage because of the spectator factor can be identified, investigating normal 

matches and matches with no spectators in the 2020 J1 League. Scores, points, the number of yellow cards, the 

number of red cards, the total running distance, the number of sprints, the number of direct free kicks, and the 

number of instances of dribbling were analyzed for each match. Results revealed that the total running distance 

was longer during normal matches than during matches with no spectators. However, no influence of the 

presence or absence of spectators was found on other indicators. It is noteworthy that home teams gained more 

points during normal matches, whereas away teams earned more during matches with no spectators. In addition, 

the away teams scored more goals and won more points than the home teams in the no-spectator matches, 

suggest that the phenomenon known as "home disadvantage" was occurring in the 2020 J1 League. 

1．はじめに

ホームアドバンテージ（home advantage）とは，オリン

ピック等の国際大会や各国のプロスポーツのリーグ戦等

で主催国や本拠地のチームや選手が好成績を収める傾向

があることである 1)．Courneya & Carron 2)は，ホームアド

バンテージの主な要因として，習熟因子，移動因子，ルー

ル因子，観客因子をあげている．

安部 3)は，無観客試合が実施された 2008-09シーズンの

メキシコのサッカーリーグを対象に，観客因子によるホー

ムアドバンテージへの影響を調べた結果，選手のパフォー

マンス（ホームチームとアウェイチームの勝ち点数，ゴー

ル数）にホームアドバンテージの傾向が認められたものの，

観客因子による影響は認められなかったことを報告した． 

通常試合と無観客試合を対象としたホームアドバンテ

ージの研究は安部 3)以外にも行われているが，観客因子に

よるホームアドバンテージへの影響は必ずしも認められ

ていない．例えば，Tilp & Thaller 4)は，コロナ禍の 2020

シーズンに開催されたドイツサッカーのブンデスリーガ

を対象に，通常試合と無観客試合のデータを分析した．そ

の結果，無観客試合は，通常試合と比べて，ホームの勝利

数が少ないだけではなく，ホームチームは勝った試合より

も負けた試合が多いという意外な結果が示された．この結

果は，ロックダウンによってホームチームが不利になった

こと，すなわち「ホームディスアドバンテージ (home 

disadvantage)」 4)が生じたことを意味している．したがっ

て，観客因子によるホームアドバンテージへの影響につい

ては議論が続いている． 

 以上の背景から，本研究は，コロナ禍に行われた 2020

年 J1 リーグの通常試合と無観客試合を対象として，観客

因子によるホームアドバンテージへの影響を調べた．J1

リーグでは，新型コロナウイルスの感染拡大防止対策とし

て，2020 シーズン第 2 節の 7 月 4 日から第 3 節の 7 月 8

日に無観客試合が実施されたが，Jリーグの通常試合と無

観客試合を比較した研究はこれまで行われていない． 

欧州各国のプロサッカーリーグと J リーグの戦績を分

析した森・桒原 6)によると，欧州各国リーグではホームア

ドバンテージが確認されているが，Jリーグではホームア

ドバンテージと呼べるほどの戦績の違いが見出せなかっ

たことを報告している．このことから，Jリーグでは，従

来の研究 3), 4)とは異なるホームアドバンテージについて

の知見が得られるかもしれない，と考えた． 

本研究の仮説は，(1) 観客因子によるホームアドバンテ

ージへの影響があれば，得点，勝ち点は，ホームチームの

通常試合が最も多くなる，(2) 観客因子によるホームアド

バンテージへの影響があれば，イエローカードは，ホーム

チームの通常試合が最も少なくなる，であった．
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2．方法 

2.1 分析対象 

2020シーズンの J1リーグの通常試合と無観客試合を対

象に，ホームチームとアウェイチームの成績を比較した．

同シーズンの J1リーグには 18チーム（川崎フロンターレ，

ガンバ大阪，名古屋グランパス，セレッソ大阪，鹿島アン

トラーズ，FC東京，柏レイソル，サンフレッチェ広島，

横浜 F・マリノス，浦和レッズ，大分トリニータ，北海道

コンサドーレ札幌，サガン鳥栖，ヴィッセル神戸，横浜

FC，清水エスパルス，ベガルタ仙台，湘南ベルマーレ）

が所属し，総当たり戦の対戦方式で試合が開催された． 

J2，J3リーグでも無観客試合は開催されたが，後述する

分析指標である総走行距離とスプリント回数が入手困難

であったことから，J1 リーグのみの全 306 試合（通常試

合 288試合，無観客試合 18試合）のデータを分析した． 

2.2 分析指標 

 安部 3)は，勝ち点，ゴール，イエローカード，レッドカ

ードを分析指標とした．この研究では，観客因子の影響は

イエローカードのみで認められたが，これは分析指標が限

られていたことに関係するかもしれない．このことから，

本研究では，総走行距離，スプリント回数，直接フリーキ

ック（以下，直接 FK），ドリブルを分析指標に加えて探索

的な検討も行った（Table 1参照）． 

勝ち点，ゴール，イエローカード，レッドカード，総走

行距離，スプリント回数は Jリーグ公式サイトデータベー

ス（https://www.jleague.jp）を参照した．直接 FKとドリブ

ルは Football LAB（https://www.football-lab.jp）を参照した．

3．結果 

 各分析指標に対して第一要因を拠点条件(ホーム，アウ

ェイ)，第二要因を観客の有無(通常試合，無観客試合)とす

る二要因分散分析を行った（Table 2 参照）． 

仮説に対応する指標は，得点，勝ち点，イエローカード

である．以降はこれらの指標の結果と観客の有無の主効果

が示された総走行距離の結果を説明する． 

Table 1 各分析指標の説明 

Table 2 各分析指標の平均と標準偏差ならびに二要因分散分析の結果 
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3.1 得点 

Figure 1に結果を示す．拠点条件の主効果 (F (1, 608) = 

1.98, n.s)，観客の有無の主効果は有意ではなかったが (F 

(1, 608) = 0.30, n.s)，拠点条件と観客の有無の交互作用が有

意だった (F (1, 608) = 4.10, p < .05)．交互作用が有意だっ

たので，単純主効果の検定を行った結果，拠点条件におけ

る無観客試合の単純主効果が有意 (ホーム: M = 0.94, ア

ウェイ: M = 1.67; F (1，608) = 5.84, p < .05)，観客の有無に

おけるホームの単純主効果が有意傾向だった (通常試合: 

M = 1.49, 無観客試合: M = 0.94; F (1, 608) = 3.29, p < .10)． 

Figure 1. 1試合あたりの平均得点 

3.2 勝ち点 

Figure 2に結果を示す．拠点条件の主効果 (F (1, 608) = 

7.7, p < .01)，拠点条件と観客の有無の交互作用が有意だっ

た (F (1, 608) = 9.29, p < .001)．観客の有無の主効果は有意

ではなかった (F (1, 608) = 0.07, n.s)．交互作用が有意だっ

たので，単純主効果の検定を行った結果，拠点条件におけ

る無観客試合の単純主効果 (ホーム: M = 0.78，アウェイ: 

2.11; F (1, 608) = 16.95, p < .001)，観客の有無におけるホー

ムの単純主効果 (通常試合: M = 1.42, 無観客試合: M =

0.79; F (1, 608) = 3.89, p < .05)，観客の有無におけるアウェ

イの単純主効果 (通常試合: M = 1.35, 無観客試合: M =

2.11; F (1, 608) = 5.46, p < .05)が有意だった． 

Figure 2. 1試合あたりの平均勝ち点 

3.3 イエローカード 

拠点条件の主効果 (F (1, 608) = 0.87, n.s)，観客の有無の

主効果 (F (1, 608) = 1.08, n.s)，拠点条件と観客の有無の交

互作用は有意ではなかった (F (1, 608) = 0.12, n.s)． 

3.4 総走行距離 

 Figure 3に結果を示す．拠点条件の主効果は有意ではな

かった (F (1, 608) = 0.12，n.s)．観客の有無の主効果が有

意であった (F (1, 608) = 4.06，p < .05)．具体的には，通常

試合は (M = 114.72)，無観客試合(M = 112.64)と比べて走行

距離が長かった．拠点条件と観客の有無の交互作用は有意

でなかった (F (1, 608) = 0.03, n.s)．  

Figure 3. 1試合あたりの平均総走行距離 

4．考察 

安部 3)は，2008-09シーズンのメキシコのサッカーリー

グを対象に，観客の有無によるホームアドバンテージへの

影響を調べた結果，選手のパフォーマンスにはホームアド

バンテージの傾向が認められたものの，観客の有無による

影響はみられていなかったことを報告している．そして，

Tilp & Thaller 4)は，2020シーズンのブンデスリーガを対象

に通常試合と無観客試合を比較した結果，無観客試合は通

常試合と比べて，ホームチームの勝利数が少なかったこと

を報告している． 

本研究は，（1）観客因子によるホームアドバンテージへ

の影響があれば，得点，勝ち点は，ホームチームの通常試

合において最も多くなる（仮説 1），（2）観客因子による

ホームアドバンテージへの影響があれば，イエローカード

は，ホームチームの通常試合において最も少なくなる（仮

説 2），と考えて，2020年の J1リーグのデータを分析した． 

 仮説 1は，拠点条件と観客の有無の交互作用は有意であ

ったものの，それは（1）無観客試合ではホームチームと

比べてアウェイチームの得点が多い，（2）無観客試合では

ホームチームの平均勝ち点が少ない，という内容だったこ

とから，支持されなかった． 

仮説 2は，ホームチームの通常試合においてイエローカ

ードが最も少ないことを示す拠点条件と観客の有無の交

互作用が認められなかったことから，支持されなかった． 
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本研究の結果をまとめると，コロナ禍に開催された

2020年の J1リーグの通常試合と無観客試合に関する分析

指標（得点，勝ち点、イエローカード、レッドカード，総

走行距離，スプリント回数，直接 FK，ドリブル）からは，

過去研究 3), 4)と同様に，観客因子によるホームアドバンテ

ージへの影響は認められなかった．興味深いことに，2020

年の J1リーグでは，ホームチームは通常試合のほうが無

観客試合よりも勝ち点が多く，アウェイチームは無観客試

合のほうが通常試合よりも勝ち点が多かったことが示さ

れた．そして，Tilp & Thaller4)と同様に，無観客試合では

アウェイチームのほうがホームチームよりも得点と勝ち

点が多かったことから，いわゆる「ホームディスアドバン

テージ」が生じていたことが示唆された．

仮説 1が支持されなかった理由を考察する．観客因子に

よるホームアドバンテージへの影響があるならば，通常試

合のホームチームの平均得点が最も多くなる．しかし，無

観客試合ではアウェイチームの平均得点と平均勝ち点が

最も多かった．この結果は，ホームチームの通常試合で存

在したアドバンテージが無観客試合ではなくなってしま

うことで，通常試合のホームチームよりも無観客試合のア

ウェイチームの方が有利に試合を進めることができたの

ではないか，と考察する．バスケットボールを対象に観客

のブーイング後の選手のパフォーマンスと通常の観客の

状態の選手のパフォーマンスを比較した Greer 6)の研究に

よれば，観客の抗議のブーイングは，ホームチームの優位

性の増加に関連する．具体的には，Greer 6)の研究によれば，

観客の抗議を受けた後，アウェイチームのパフォーマンス

は顕著に低下したという．この知見を手がかりにして考察

すると，無観客試合では，ホームチームへの応援やアウェ

イチームに対するブーイングがなくなるため，通常試合の

ホームチームよりも無観客試合のアウェイチームの方が

選手の能力が発揮されやすくなることから，2020年の J1

リーグでは無観客試合のアウェイチームの平均得点が多

くなった，と考察する． 

 仮説 2は，ホームチームの通常試合においてイエローカ

ードが最も少ないことを示す拠点条件と観客の有無の交

互作用が認められなかったことから，支持されなかった．

そして，安部 3)とは異なり，イエローカードに観客因子に

よる影響を確認することはできなかった．仮説 2が支持さ

れなかったのは，慣れない無観客試合によるホームアドバ

ンテージの無効化によるものかもしれない．Tilp & Thaller

4)によれば，2020年ドイツサッカー・ブンデスリーガの無

観客試合では敗北したホームチームの方が多かった．通常

試合では，ホームチームは拠点のスタジアムで有観客の中

でプレイをするため，無観客のスタジアムでプレイするこ

とは慣れ親しんだホームの雰囲気を失うことになる．この

ような無観客試合によるホームアドバンテージの無効化

が結果に影響したかもしれない．また，Jiménez Sánchez & 

Lavín 7)は，観客の有無や予算，スタジアムの平均入場者

数などによってホームチームとアウェイチームで勝ち点

や得点が異なるのかをドイツ，スペイン，イタリア，イン

グランド，オーストリアのサッカーリーグで比較した結果，

ドイツとスペインを除いて，通常試合と無観客試合には差

異は認められなかったことを報告している．しかし，

Jiménez Sánchez & Lavín 7)によると，ほとんどのリーグで

は無観客試合になると，ホームチームのプレイが悪く，ア

ウェイチームのプレイが良くなる傾向が示されたという．

これらの知見は，いずれも無観客試合になると，ホームチ

ームのパフォーマンスが低下する，あるいはアウェイチー

ムのパフォーマンスが向上することを示唆している．

仮説 2が支持されなかったもうひとつの理由としてＪ

リーグの特性が関係したのかもしれない．森・桒原 5)によ

れば，欧州のサッカーリーグではホームチームの勝率が高

く，アウェイチームの勝率が低いが，Jリーグではホーム

アドバンテージと呼べるほどの戦績の偏りは見出せなか

ったという（ただし，Jリーグでホームアドバンテージが

認められたとする研究 1）もある）．さらに，森・桒原 5)

によれば，Jリーグは（1）アウェイチームの勝率の高さ，

1試合の勝敗における得失点差が大きい（欧州リーグでは

僅差で勝敗が決まることが多いのに対して Jリーグでは

大差で勝敗が決まることが多い），（2）下位のチームはホ

ームゲームでの勝率，勝ち点の数値が低い（すなわち引き

分けか負けが多い），という特徴がある．また，カードの

枚数は試合のアグレッシブさの目安のひとつともいわれ

ているが 8)，Jリーグは世界のサッカーリーグの中で，試

合で提示されるカードの枚数が最も少ないことが指摘さ

れている（Jリーグ：レッドカード平均 0.07枚，イエロー

カード平均 2.19枚） 9)．安部 3)の研究はメキシコリーグ

を対象にしているが，リーガメキシコのカードの枚数が J

リーグの 2倍程度あることは留意すべきである（リーガメ

キシコ：レッドカード平均 0.33枚，イエローカード平均

4.15 枚 9））．この知見は，Jリーグは，イエローカードに

代表されるラフなプレイがそもそも起きにくいリーグで

あることを意味しており，このような Jリーグの特性が結

果に関与した可能性は高いと考える．

5．まとめ 

本研究は，2020年 J1リーグの通常試合と無観客試合を

対象に，観客因子によるホームアドバンテージへの影響を

調べた．各試合の得点，勝ち点，イエローカード，レッド

カード，総走行距離，スプリント回数，直接 FK，ドリブ

ルを分析した．その結果，通常試合は無観客試合よりも総

走行距離が長かったが，その他の指標には観客の有無によ

る影響は認められなかった．興味深いことに，ホームチー

ムは通常試合のほうが無観客試合よりも勝ち点が多く，ア

ウェイチームは無観客試合のほうが通常試合よりも勝ち

点が多かった．そして，無観客試合ではアウェイチームの

ほうがホームチームよりも得点と勝ち点が多かったこと
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から，2020年 J1リーグでは「ホームディスアドバンテー

ジ」と呼称されている現象が生じていたことが示唆された． 

付記 

 本稿は第二著者が指導を行った第一著者の卒業論文

（2021 年度静岡理工科大学情報学部卒業研究）を加筆修

正したものである． 
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